
与鼻?:奇

今
年
度
よ
り
各
専
門
部
の
活
動
を
よ
り

一
層
強
化
す
る
目
的
で
代
議
員
さ
ん
に
各

専
門
部
を
補
佐
し
て
頂
く
こ
と
に
合
同
部

会
に
於
い
て
決
餞
致
し
早
遠
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
の
担
当
専
門
部
に
つ
い
て
は
配
布

済
平
成
四
年
度
自
治
会
役
員
名
簿
を
参
照

し
て
下
さ
い
．

河

内

直

吉

臓

須
　
永
　
　
　
昇
　
殿

自
治
会
，
育
成
会
，
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

於
け
る
功
労
者
と
し
て
右
記
二
名
の
方
が

総
会
の
席
上
、
自
治
会
よ
り
表
彰
を
受
け

ら
れ
会
長
よ
り
感
爾
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
於
て
新
規
に
今
年
度
よ
り
予
算

計
上
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
基
金
、
文
化
祭
関

繊
一費
の
新
敬
を
承
認
。

・特

に
ス
ポ
ー
ジ
基
金
の
設
定
は
今
年
度
予

」算
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

予
算
の
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

一
時
根
本
伐
採
か

一
部
伐
採
に
よ
る
保

存
す
る
か
を
自
治
会
に
於

い
て
充
分
に
検

討
し
た

結
果
、
保
存
す
る
こ
と
に
決
定

し
関
係
各
機
関
の
協
力
を
得
て
こ
の
度
保

存
作
業
が
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。
今
後

と
も

一
本
移
の
行
く
末
を
温
か
く
見
守

っ

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

☆
樹
樹
欄
＝
繊
☆
（上
半
期
）

ｏ
石
上
用
水
路
第
二
期

改
修
工
事
が
完
了

（
五
月
中
旬
）

・
念
日
の
機
手
橋
拡
巾
工
事
成
り

道
路
事
情
が
好
転

・
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

西
新
井
分
会
役
員
も
連
日
協
力
参
加

・
八
木
節
愛
好
会
が
春
祭
り

夏
祭
り
に
八
木
節
を
神
前
奉
納

・
八
坂
御
典
―

『
み
こ
し
』
会
を
中
心
に

子
供
御
典
と
共
に
初
夏
の

一
日
町
内

を
巡
行
　
　
　
　
　
・

・
第
八
回
町
内
対
抗
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
於
い
て
見
事
珊
饉
麟
ビ
獲
得

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
抜
群
で
す
！
！

（七
月
十
九
日
）

∽
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∽

∽
　
　
　
　
　
　
　
自
治
会
文
化
部

∽

∽
秋
に
実
施
さ
れ
る
予
定
の
町
内
文
化

∽

∽
奈

に
は
菊
花
、
写
真
、
書
道
、
手
芸

∽

∽
共
の
他
の
作
品
の
展
示
を
計
画
し
て
∽

∽
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∽

∽
今
か
ら
晨
示
作
品
を
用
意
し
て
頂
き

∽

∽
全
員
参
加
の
文
化
祭
に
し
よ
う
で
は

∽

∽
あ
り
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
∽

∽
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
∽

夏
だ
！

祭
だ
！

納
涼
祭
だ
！

自
治
会
主
催
の
納
涼
祭
は

の
協
力
を
得
て
本
年
も
実
施
さ

れ
ま
す
。
今
実
行
委
員
会
を
開
催

し
て
着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
納
涼
祭
を
み
ん
な

の

で
成
功
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

西
新
井
町
納
涼
祭
実
行
委
員
会

♪
納
涼
祭
に
特
別
出
演
♪

テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
演
歌

一
筋

ご
　
か
　
ひ
で
　
こ

五
家
英
子

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
地

中
心
に
活
暉
中
の
演
歌
歌
手

で
夢
恋
酒
が
新
曲

私
書
箱

『
士戸
』

路

面

に

自

い

ラ

イ

ン

昨
年
の
暮
れ
、
市
長
さ
ん
を
目
む
懇

親
会
の
席
で
話
題
に
な

つ
た
通
学
路
の

件
に
つ
い
て
町
民
側
の
要
望
道
路
拡
張

に
対
し
市
側
の
解
答
は
町
民
の
要
望

に

全
面
的
に
受
入
る
姿
勢
で
は
あ
る
が
、

道
路
拡
張
に
関
係
す
る
地
権
者
の
状
況

を
考
え
る
時
に
簡
単
に
事
が
済
む
問
題

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
西

新
井
地
内
の
道
路
環
境
は
日
毎
に
悪
化

さ
れ
て
い
る
。
緑
橋
の
開
通
、
横
手
橋

八
幡
地
内
拡
張
整
備
と
共
に
車
輌

の
交

通
量
増
加
し
て
い
る
様
に
感
じ
ら
れ
る

六
月
小
学
児
童
の
車
と
の
事
故
発
生
、

運
転
者
と
児
童
の
不
注
意
と

一
言
に
言

っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

こ
の

度

一
町
民
と
し
て
路
面
に
歩
道
に
変
わ

る
自
線
を
引

い
て
頂
け
る
様
お
願

い
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
自
治
会
、
安
全
協
会

役
員
の
人
達
の
働
き
で
実
現
さ
れ
そ
う

で
感
鮒
に
耐
え
ま
せ
ん
。

（
Ｋ
ｏ
Ｍ
生
）

串
編
集
後
記
事

私
書
箱

「声
」
に
投
稿
頂
い
た
も
の
は
原

文
を
大
切
に
記
載
致
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
の
内
容
変
化
も
貴
臓
次
第
で
す
ａ

多
く
の
投
稿
を
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
編
集
部

一
同

勧
雛
貌
笏


